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学
籍
の
他
個
別
の
教
育
の

支
援
計
画
の
作
成
や
中
学

校
か
ら
高
校
へ
の
ウ
ェ
ブ

の
出
願
、
合
否
の
情
報
な

ど
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。

問
児
童
生
徒
に
パ
ソ
コ
ン
を

配
布
し
て
い
る
が
、
先
生

が
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
と

違
う
の
で
は
な
い
か
。

答
児
童
生
徒
は
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
使

用
し
、
先
生
は
町
が
リ
ー

ス
し
て
い
るW

indow
s

を
使
用
。
授
業
は
ｉ
ｐ
ａ

ｄ
を
使
用
し
て
い
る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

６
月
６
日
開
催

◎�

岐
阜
県
池
田
町
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開

設
を
決
定

　
配
信
内
容
は
、
本
会
議
と
一
般

質
問
。
令
和
７
年
９
月
定
例
会
か

ら
配
信
。
配
信
期
間
は
会
議
録
が

作
成
さ
れ
る
ま
で
。

数
券
を
使
用
し
て
も
、
追

い
金
な
し
で
入
浴
で
き
る
。

問
ふ
く
し
の
湯
の
個
室
利
用
料

２
，０
０
０
円
が
新
設
さ
れ
、

町
内
高
齢
者
や
障
が
い
者

料
金
が
値
上
げ
さ
れ
る
と

従
来
の
３
倍
以
上
に
な
る
、

個
室
利
用
料
１
，０
０
０
円

で
も
入
浴
料
金
の
値
上
げ

分
と
で
経
費
分
は
賄
え
る

の
で
は
な
い
か
。

答
ふ
く
し
の
湯
か
ら
利
益
を
求

め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
必
要
最
小
限
の
必
要

経
費
で
あ
る
。

◎�

池
田
町
温
泉
施
設
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

問
温
泉
施
設
の
経
費
削
減
に

浴
場
等
施
設
清
掃
外
部
委

託
を
削
減
し
職
員
で
清
掃

対
応
す
る
の
で
は
。

答
職
員
だ
け
で
は
足
り
な
い
の

で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
で
対
応
す
る
。

民
生
文
教
委
員
会

６
月
４
日
開
催

◎
条
例
改
正

問
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
。

答
学
校
で
行
う
様
々
な
デ
ー
タ

を
電
子
化
し
一
元
管
理
す

る
Ⅰ
C
Ｔ
シ
ス
テ
ム
。
出

欠
席
、通
知
表
、指
導
要
録
、

総
務
建
設
産
業
委
員
会

６
月
９
日
開
催

◎�

池
田
町
温
泉
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問
昨
年
１１
月
、
今
年
５
月
、

今
回
で
３
回
目
の
説
明
資

料
と
な
る
が
、
そ
の
た
び

に
資
料
が
バ
ラ
バ
ラ
。

答
５
月
は
単
式
簿
記
で
、
１１

月
と
今
回
は
複
式
簿
記
で

の
資
料
で
あ
る
。
経
営
状

況
を
判
断
す
る
う
え
で
は

複
式
簿
記
が
良
く
、
今
後
、

公
認
会
計
士
、
税
理
士
な

ど
の
方
に
入
っ
て
頂
き
管

理
し
て
も
ら
う
予
定
。

問
土
日
祝
特
定
日
の
料
金

が
８
０
０
円
に
な
る
と
、 

７
，０
０
０
円
の
回
数
券

で
支
払
う
と
ど
う
な
る
か
。

答
８
０
０
円
の
料
金
の
時
に
回

質疑
あれこれ
6月議会に上程された議案の中か
ら主な質疑を要約してお知らせし
ます。

池田温泉再生に向けた条例改正等

条例改正部分
券種 現行 改正後

当日券
大人　1回　700円 平日　700円、

土・日・祝・特定日　800円

小人　1回　300円 全日　350円

回数券
大人　12回券　7，000円 11回券　7，000円
小人　12回券　3，000円 11回券　3，500円

使用料新設 ふくしの湯部屋料　1回　2，000円

条例改正以外規則等で
券種 現行 改正後

�町内高齢者割引 当日券 1回� 350 円
回数券 10回券� 3，500円

当日券 1回� 500 円
回数券 10回券� 5，000円

障がい者割引
（大人）

当日券 1回� 350 円
回数券 10回券� 3，500円

当日券 1回� 500 円
回数券 10回券� 5，000円

障がい者割引
（小人） 当日券 1回　150円 当日券 1回　250円

広報無料券 日曜日使用不可 200円割引券（大人・小人共全日利用可）
回数券 使用期限なし 使用期限発行 4カ月後の月末

経費削減項目
現行 改正後

定休日の変更
本館 毎週月曜日 毎週月・火曜日

新館 毎週水曜日 毎週水・木曜日

営業時間の変更 10時～22時
（12時間）

11時～22時
（11時間）

温泉バスの廃止
野立て看板の取り止め
浴場清掃委託業務の取り止め
館内外警備委託業務の取り止め
仕入見直し（シャンプー類・燃料）
※�料金や定休日・営業時間の変更が令和7年11月から
　大人は12歳以上、小人は3歳～12歳未満

各種回数券の有効期限の設定（4ヶ月有効期限付）
券種 現行 改正後

大人・小人、池田町高齢者割引
障がい者割引　回数券 無期限 4ヶ月後の月末
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第2回定例会（2025年6月議会）

専決処分事項の報告

売買契約の締結

条例の改正

令和７年度池田町一般会計補正予算（第３号）

令和７年度池田温泉施設特別会計補正予算（第１号）

令和７年度池田町一般会計補正予算（第２号）

◎町税条例の一部改正（地方税法の一部改正が R7.4.1 から施行されたことによる）
　・新基準原付バイクの税率を年間 2,000 円とする　他
◎国民健康保険税条例の一部改正（地方税法の一部改正が R7.4.1 から施行されたことによる）
　・課税限度額（医療・後期支援分）の引き上げ　他
◎令和６年度池田町一般会計補正予算（第 12 号）
　800 万円を追加し、総額を 108 億 4,912 万 8 千円とする。
　歳入　臨時道路除雪事業費補助金 800 万円　　歳出　除雪費に 800 万円を充当

小型動力ポンプ積載車購入（第２分団第１班）　9,427,000 円　株式会社ウスイ消防
児童生徒用タブレット端末購入（1,800 台）  103,567,860 円 

教育産業株式会社・株式会社内田洋行共同企業体

◎池田温泉施設入浴料の改正する条例（入浴料等の改定）
　　大人の土日祝日特定日　700 円→ 800 円（R7.11.1 から料金改正）
　　ふくしの湯の部屋料　　　 １回 2,000 円（R7.11.1 から料金新設）
◎水道事業給水条例の一部改正（災害などの場合、他市町村長の指定工事店の工事が可）
◎下水道条例の一部改正 （　同上　）
◎家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
◎特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正　
◎非常勤の特別職職員の報酬に関する条例の一部改正（投票管理者等の報酬額の増）

6 万 5千円を追加し、総額を 101億 7,847 万 6千円とする。
　主な歳入　・参議院議員選挙委託金 6 万 5 千円
　主な歳出　・管理者報酬等の報酬 6 万 5 千円

総額は 2億 6,000 万円のままとする。
　主な歳出　・浴場等施設清掃委託料△ 1,448 万 7 千円　　・会計年度任用職員報酬 233 万 9 千円
　　　　　　・施設内清掃等業務委託料　 284 万 2 千円　　・清掃用備品購入費 36 万 8 千円

941 万 1千円を追加し、総額を 101億 7,841 万 1千円とする。
　主な歳入　・国庫補助金 196 万 7 千円
　　　　　　・寄附金 744 万 4 千円
　主な歳出　・校務支援システム初期導入委託料 657 万円
　　　　　　・体験キャリア教育開発推進プロジェクトを実施するための研修負担金 18 万 9 千円
　　　　　　・小中学校備品購入費 463 万 8 千円

6月2日
▼ 

6月13日
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一 般 質 問

保
、
安
全
に
維
持
管
理
が
で

き
る
観
点
か
ら
代
替
手
段
を

継
続
検
討
し
て
い
る
。
代
替

案
が
出
来
た
ら
協
議
す
る
。

 

　池
田
温
泉
継
続
の
た
め
に
町

民
を
含
む
顧
客
全
体
で
支
え
て

い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
黒
字
体
質
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
暁
に
は
、
還
元
に

つ
い
て
必
ず
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

　シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち

な
が
ら
収
益
を
目
指
す
と
理
解

し
た
。
こ
れ
か
ら
収
益
を
上
げ

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
。

①�

観
光
バ
ス
の
誘
致
に
つ
い

て
。

②�

揖
斐
の
薬
草
文
化
を
取
り
入

れ
る
施
策
に
つ
い
て
。

③�

池
田
山
や
公
園
の
間
伐
材
を

利
用
し
て
高
騰
す
る
重
油
の

代
替
燃
料
に
で
き
な
い
か
。

町
　長

① 

池
田
温
泉
を
観
光
ツ
ア
ー
の

一
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
取

り
入
れ
る
努
力
を
継
続
す

る
。

② 

薬
草
サ
ウ
ナ・お
茶
サ
ウ
ナ・

薬
草
の
湯
、
お
茶
の
湯
と
し

て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
。

③ 

電
気
・
水
素
、
木
材
チ
ッ
プ

も
含
め
安
定
的
に
熱
量
を
確

　温
泉
は
収
益
事
業
で
あ
り
、

利
益
を
う
ま
な
け
れ
ば
一
般
会

計
に
影
響
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
町
民
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ

る
と
い
っ
た
認
識
を
皆
さ
ん
と

共
有
し
た
い
。

　池
田
温
泉
開
業
当
初
の
目

的
は
、
グ
リ
ー
ン
セ
ラ
池
田
温

泉
と
い
う
名
の
と
お
り
、
緑
の

癒
や
し
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
町
民
が
温
泉
に
つ

か
っ
て
体
を
ほ
ぐ
し
、
健
康
増

進
を
図
り
、
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
、
多
く
の
収
入
を
目
指

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う

に
感
じ
た
が
、
池
田
温
泉
に
対

す
る
現
在
の
町
の
方
針
、
方
向

性
は
。

町
　長

　当
初
は
健
康
増
進
と
癒
や
し

の
場
を
提
供
す
る
公
共
施
設
と

し
て
開
業
し
た
も
の
の
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
来
場
者
数

を
踏
ま
え
て
新
館
を
オ
ー
プ
ン

し
た
事
に
よ
り
、
そ
の
維
持
、

管
理
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か

り
、
収
益
無
く
し
て
存
続
で
き

な
い
規
模
の
施
設
へ
と
変
化
し

た
。　こ

の
変
化
を
明
確
に
認
識
で

き
ず
入
浴
者
数
の
み
に
重
き
を

お
い
た
こ
と
か
ら
、
不
本
意
な
が

ら
赤
字
計
上
体
質
が
定
着
し
た
。

林　孝英 議員

池田温泉について
当初の目的と現在の方針について

新館北露天風呂

新館サウナ室

収
益
を
上
げ
る
た
め
の

こ
れ
か
ら
の
施
策
に
つ
い
て
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６
月
定
例
会
で
、
料
金
改
定

の
条
例
が
上
程
さ
れ
た
。
行
政

と
民
間
が
連
携
し
た
再
建
が
求

め
ら
れ
る
中
、
今
回
は
３
つ
の

視
点
か
ら
再
提
案
す
る
。

【
早
期
】　
グ
ル
ー
プ
単
位
の
送

迎
や
湯
の
活
用
、
食
事
環
境
の

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
中
期
】　
地
域
連
携
に
よ
る
飲

食
店
の
再
構
築
や
、
若
者
視
点

の
ＰＲ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

【
長
期
】　
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園

を
モ
デ
ル
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
公
園
※
１
へ
の
整
備
や
ク
ア
オ

八田隆士 議員

池田温泉
経営再建と未来構想

ル
ト
※
２
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

導
入
を
検
討
し
、
滞
在
型
観
光

地
へ
の
転
換
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

　
住
民
と
の
意
見
共
有
や
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
と
専
門
的
分
析

の
融
合
も
重
要
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
は
。

町
　長

　
民
間
で
あ
れ
ば
倒
産
も
し
く

は
事
業
停
止
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
施
設
の
存
続
を
決
め
た
の

は
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
※
３

を
守
る
た
め
で
あ
る
。
守
り
続

け
る
為
に
は
池
田
温
泉
の
価
値

を
継
続
的
に
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
ま
ず
は
、
薬
草
サ
ウ

ナ
・
お
茶
サ
ウ
ナ
の
導
入
や
、

く
つ
ろ
げ
る
ベ
ッ
ド
や
イ
ス
の

設
置
な
ど
、
す
ぐ
に
取
り
組
め

る
施
策
か
ら
開
始
す
る
。

　
同
時
に
、
定
休
日
や
営
業
時

間
の
変
更
、
料
金
改
定
、
温
泉

バ
ス
や
看
板
の
委
託
業
務
の
廃

止
等
、
経
費
削
減
を
図
る
。
さ

ら
に
、
職
員
の
意
識
改
革
を
は

じ
め
、「
池
田
温
泉
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
泉
質
を
活
か
し
た
価
値
向

上
に
全
力
を
注
ぐ
。

　
長
期
的
に
は
、
池
田
山
山
麓

に
広
が
る
現
在
の
集
落
エ
リ
ア

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
で
全
体

を
一
体
と
し
て
、
ぎ
ふ
清
流
里

山
公
園
の
リ
ア
ル
地
域
と
の
名

声
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
池
田
温
泉
の
価
値
向
上
に
向

け
、
災
害
時
の
湯
の
提
供
や
、

ＰＲ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
に

つ
い
て
、
提
案
す
る
。

町
　長

　
湯
量
を
分
析
し
た
結
果
、
災

害
時
の
提
供
は
現
状
で
は
難
し

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ＰＲ
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高

め
、価
値
を
確
立
し
た
上
で
、効

果
的
な
発
信
に
取
り
組
み
た
い
。

※
１
　�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園�

（
障

が
い
の
有
無
に
関
係
無
く
誰

も
が
遊
べ
る
公
園
）

※
２
　�

ク
ア
オ
ル
ト
（
療
養
地
）

※
３
　�

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
地
域

へ
の
誇
り
と
愛
着
）

池田温泉本館

一 般 質 問

災
害
時
の
活
用
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
魅
力
発
信
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保
、
安
全
に
維
持
管
理
が
で

き
る
観
点
か
ら
代
替
手
段
を

継
続
検
討
し
て
い
る
。
代
替

案
が
出
来
た
ら
協
議
す
る
。

 

　池
田
温
泉
継
続
の
た
め
に
町

民
を
含
む
顧
客
全
体
で
支
え
て

い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
黒
字
体
質
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
暁
に
は
、
還
元
に

つ
い
て
必
ず
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

　シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち

な
が
ら
収
益
を
目
指
す
と
理
解

し
た
。
こ
れ
か
ら
収
益
を
上
げ

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
。

①�

観
光
バ
ス
の
誘
致
に
つ
い

て
。

②�

揖
斐
の
薬
草
文
化
を
取
り
入

れ
る
施
策
に
つ
い
て
。

③�

池
田
山
や
公
園
の
間
伐
材
を

利
用
し
て
高
騰
す
る
重
油
の

代
替
燃
料
に
で
き
な
い
か
。

町
　長

① 

池
田
温
泉
を
観
光
ツ
ア
ー
の

一
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
取

り
入
れ
る
努
力
を
継
続
す

る
。

② 

薬
草
サ
ウ
ナ・お
茶
サ
ウ
ナ・

薬
草
の
湯
、
お
茶
の
湯
と
し

て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
。

③ 
電
気
・
水
素
、
木
材
チ
ッ
プ

も
含
め
安
定
的
に
熱
量
を
確

　温
泉
は
収
益
事
業
で
あ
り
、

利
益
を
う
ま
な
け
れ
ば
一
般
会

計
に
影
響
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
町
民
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ

る
と
い
っ
た
認
識
を
皆
さ
ん
と

共
有
し
た
い
。

　池
田
温
泉
開
業
当
初
の
目

的
は
、
グ
リ
ー
ン
セ
ラ
池
田
温

泉
と
い
う
名
の
と
お
り
、
緑
の

癒
や
し
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
町
民
が
温
泉
に
つ

か
っ
て
体
を
ほ
ぐ
し
、
健
康
増

進
を
図
り
、
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
、
多
く
の
収
入
を
目
指

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う

に
感
じ
た
が
、
池
田
温
泉
に
対

す
る
現
在
の
町
の
方
針
、
方
向

性
は
。

町
　長

　当
初
は
健
康
増
進
と
癒
や
し

の
場
を
提
供
す
る
公
共
施
設
と

し
て
開
業
し
た
も
の
の
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
来
場
者
数

を
踏
ま
え
て
新
館
を
オ
ー
プ
ン

し
た
事
に
よ
り
、
そ
の
維
持
、

管
理
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か

り
、
収
益
無
く
し
て
存
続
で
き

な
い
規
模
の
施
設
へ
と
変
化
し

た
。　こ

の
変
化
を
明
確
に
認
識
で

き
ず
入
浴
者
数
の
み
に
重
き
を

お
い
た
こ
と
か
ら
、
不
本
意
な
が

ら
赤
字
計
上
体
質
が
定
着
し
た
。

林　孝英 議員

池田温泉について
当初の目的と現在の方針について

新館北露天風呂

新館サウナ室

収
益
を
上
げ
る
た
め
の

こ
れ
か
ら
の
施
策
に
つ
い
て
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昨
年
８
月
末
の
豪
雨
被
害
は
素

早
い
応
急
対
応
で
事
な
き
を
得
た

が
、
近
年
の
豪
雨
は
過
去
の
予
測

を
凌
駕
し
て
お
り
現
状
で
は
心
も

と
な
い
。

　
杭
瀬
川
の
浚
渫
や
護
岸
工
事
、

堰
堤
内
の
土
砂
浚
渫
。
堰
堤
建
設

や
大
型
た
め
池
対
策
等
、
県
や
国

へ
の
要
望
方
針
を
質
問
し
た
。

建
設
課
長

　
杭
瀬
川
の
災
害
復
旧
工
事
は
、

藤
代
地
内
の
河
原
橋
か
ら
県
道
岐

阜
関
ケ
原
線
の
杭
瀬
川
橋
付
近
ま

で
の
間
を
５
工
区
に
分
け
、
令
和

７
年
度
中
に
完
成
予
定
。
小
寺
地

内
の
志
名
ヶ
谷
堰
堤
新
設
と
大
谷

及
び
大
津
谷
合
流
部
の
堆
積
土
砂

対
応
は
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
す

る
。

　
藤
代
地
内
の
砂
防
堰
堤
新
設
が

進
行
中
。
段
地
内
の
深
歩
谷
で
は

砂
防
堰
堤
新
設
、
大
谷
で
は
治
山

事
業
を
計
画
す
る
。

　
凉
雲
寺
た
め
池
堤
体
の
耐
震
性

確
認
の
地
質
調
査
を
今
年
度
に
計

画
、
堀
西
た
め
池
提
体
は
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。

　
国
の
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
は
令

和
11
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
町

で
は
、
普
通
河
川
に
お
け
る
土
砂

浚
渫
な
ど
、
豪
雨
被
害
軽
減
の
た

め
の
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
。

作
成
、
住
家
の
被
害
認
定
調
査
や

罹
災
証
明
書
の
交
付
等
に
つ
い
て

規
定
済
み
。
地
域
防
災
計
画
は
今

年
度
更
新
予
定
。

　
池
田
町
地
域
防
災
計
画
、
税
条

例
（
災
害
に
よ
る
減
免
）
な
ど
、

災
害
に
関
連
す
る
必
要
な
条
例
は

制
定
済
み
。

　
災
害
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

が
、
予
期
せ
ぬ
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
。
マ
ス
コ
ミ
で
再
三
報
道
さ

れ
る
災
害
関
連
死
な
ど
条
例
制
定

が
必
要
な
も
の
も
あ
り
、
当
町
の

状
況
を
質
問
し
た
。

総
務
部
長

　
令
和
元
年
度
法
改
正
を
受
け

「
池
田
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
、

令
和
２
年
３
月
５
日
よ
り
施
行
。

池
田
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
も
制
定
済

み
。
災
害
関
連
死
等
へ
の
審
査
会

設
置
も
対
応
済
み
。

　
条
例
第
16
条
で
災
害
弔
慰
金
及

び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関

す
る
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
た

め
、
池
田
町
災
害
弔
慰
金
等
支
給

審
査
委
員
会
を
置
き
、
災
害
発
生

後
に
委
員
を
委
嘱
す
る
。
委
員
は

５
人
以
内
で
、
医
師
・
学
識
経
験

を
有
す
る
も
の
か
ら
町
長
が
委
嘱

す
る
。
医
師
、
大
学
教
授
、
弁
護

士
、
部
長
級
の
職
員
を
想
定
、
医

師
会
等
と
今
後
調
整
し
て
い
く
。

　
災
害
時
受
援
計
画
（
人
的
応
援

の
受
入
れ
編
）
を
令
和
６
年
度
に

森　政郎 議員

豪
雨
被
害
の
復
旧
状
況

災害関連の町条例
災害関連死は、遺族の申請を受けて医師や弁護士などで構成される
審査会が判断するが、国は手続が滞らないよう市町村に対して審査
会の設置について条例などで定めておくことを努力義務としている。

杭瀬川の護岸工事（藤代地内）

災害に関連する池田町条例等

池田町地域防災計画 池田町の地域防災計画を網羅
住家被害認定調査等の事後対応も記載

災害弔慰金の支給に
関する条例

弔慰金・障害見舞金、災害援護資金の支給
審査委員会の設置（関連死の認定）

その他 税条例で災害減免を規定等、
各条例の中で災害に関して規定
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明
和
義
民
の
碑
の
下
流
の
未
浚

渫
区
間
は
町
内
で
も
ゲ
ン
ジ
蛍
の

有
数
の
群
生
地
だ
。
蛍
が
ま
る
で

地
面
か
ら
湧
い
て
く
る
よ
う
な
感

じ
。
今
年
も
５
月
28
日
か
ら
６
月

上
旬
ま
で
群
舞
を
確
認
。

　
川
底
ま
で
総
浚
え
す
る
工
法
で

は
蛍
の
幼
虫
も
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
も
全
滅
す
る
。
蛍
を
保
護
で
き

る
よ
う
な
工
法
で
、
浚
渫
工
事
を

進
め
ら
れ
た
い
。

建
設
課
長

　
蛍
の
保
護
に
つ
い
て
、
蛍
の
幼

虫
や
カ
ワ
ニ
ナ
が
生
息
す
る
場
所

は
土
砂
の
堆
積
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
川
底
の
土
砂
撤
去
を
最
小
限

に
す
る
な
ど
施
工
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

 

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
給

付
金
（
生
活
用
具
で
あ
る
ス
ト
ー

マ
な
ど
の
購
入
）
が
増
え
て
い
る
。

　
町
設
置
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
数

と
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

　
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
の
手

術
、
ま
た
は
加
齢
に
伴
う
尿
漏
れ

パ
ッ
ド
を
使
用
す
る
男
性
が
増
加

し
、
男
性
ト
イ
レ
に
も
、
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
べ
き
。

総
務
部
長

　
町
が
管
理
す
る
多
目
的
ト
イ
レ

は
43
カ
所
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

は
庁
舎
、
池
田
公
園
、
道
の
駅
、

霞
渓
舎
、
池
田
東
地
区
公
園
の
５

カ
所
。

　
男
性
用
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
率
は
約
９
％
。

今
後
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
設

置
個
所
の
優
先
順
位
を
決
め
対
応

す
る
。

　
中
央
公
民
館
や
総
合
体
育
館
は

ぜ
ひ
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
に
改
善

し
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
設
備
や
物

置
台
の
設
置
は
検
討
す
る
。

　
道
の
駅
池
田
温
泉
の
経
営
状

況
。

　
道
の
駅
を
改
築
す
る
場
合
補
助

金
返
還
の
縛
り
が
な
く
な
る
の
は

い
つ
か
。
　

　
Ｅ
Ⅴ
の
急
速
充
電
器
を
設
置

し
、
充
電
中
に
温
泉
入
浴
や
買
い

物
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
さ
れ

た
い
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
過
去
10
年
間
の
平
均
で
一
般
財

源
か
ら
１
千
６
百
万
円
充
当
。
駐

車
台
数
は
１
日
に
６
回
調
査
。
来

場
者
数
は
Ｊ
Ａ
い
び
川
の
物
産
販

売
所
の
レ
ジ
数
に
３・
５
倍
し
た

野網義一 議員

中央公民館・総合体育館に
オストメイト対応トイレを

男子トイレにサニタリーボックスの設置を

道
の
駅
池
田
温
泉
の
経
営
実
績
は

道
の
駅
に
Ｅ
Ⅴ
急
速
充
電
器
を

大
津
谷
浚
渫
工
事
に

蛍
保
護
の
配
慮
を

数
字
。

　
観
光
バ
ス
は
コ
ロ
ナ
前
年
間

１
０
０
台
か
ら
近
年
は
30
台
に
減

少
。

　
補
助
金
の
縛
り
は
あ
と
８
年
あ

る
。
道
の
駅
全
体
の
売
り
上
げ
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　
Ｅ
Ⅴ
急
速
充
電
器
は
、
道
の
駅

駐
車
場
の
他
に
も
温
泉
駐
車
場
と

役
場
も
導
入
を
検
討
。

町
　長

　
道
の
駅
は
設
置
当
初
か
ら
利
益

を
上
げ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

な
い
施
設
。
池
田
町
や
物
産
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

オストメイト対応トイレ
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一 般 質 問

　
昨
年
８
月
末
の
豪
雨
被
害
は
素

早
い
応
急
対
応
で
事
な
き
を
得
た

が
、
近
年
の
豪
雨
は
過
去
の
予
測

を
凌
駕
し
て
お
り
現
状
で
は
心
も

と
な
い
。

　
杭
瀬
川
の
浚
渫
や
護
岸
工
事
、

堰
堤
内
の
土
砂
浚
渫
。
堰
堤
建
設

や
大
型
た
め
池
対
策
等
、
県
や
国

へ
の
要
望
方
針
を
質
問
し
た
。

建
設
課
長

　
杭
瀬
川
の
災
害
復
旧
工
事
は
、

藤
代
地
内
の
河
原
橋
か
ら
県
道
岐

阜
関
ケ
原
線
の
杭
瀬
川
橋
付
近
ま

で
の
間
を
５
工
区
に
分
け
、
令
和

７
年
度
中
に
完
成
予
定
。
小
寺
地

内
の
志
名
ヶ
谷
堰
堤
新
設
と
大
谷

及
び
大
津
谷
合
流
部
の
堆
積
土
砂

対
応
は
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
す

る
。

　
藤
代
地
内
の
砂
防
堰
堤
新
設
が

進
行
中
。
段
地
内
の
深
歩
谷
で
は

砂
防
堰
堤
新
設
、
大
谷
で
は
治
山

事
業
を
計
画
す
る
。

　
凉
雲
寺
た
め
池
堤
体
の
耐
震
性

確
認
の
地
質
調
査
を
今
年
度
に
計

画
、
堀
西
た
め
池
提
体
は
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。

　
国
の
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
は
令

和
11
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
町

で
は
、
普
通
河
川
に
お
け
る
土
砂

浚
渫
な
ど
、
豪
雨
被
害
軽
減
の
た

め
の
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
。

作
成
、
住
家
の
被
害
認
定
調
査
や

罹
災
証
明
書
の
交
付
等
に
つ
い
て

規
定
済
み
。
地
域
防
災
計
画
は
今

年
度
更
新
予
定
。

　
池
田
町
地
域
防
災
計
画
、
税
条

例
（
災
害
に
よ
る
減
免
）
な
ど
、

災
害
に
関
連
す
る
必
要
な
条
例
は

制
定
済
み
。

　
災
害
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

が
、
予
期
せ
ぬ
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
。
マ
ス
コ
ミ
で
再
三
報
道
さ

れ
る
災
害
関
連
死
な
ど
条
例
制
定

が
必
要
な
も
の
も
あ
り
、
当
町
の

状
況
を
質
問
し
た
。

総
務
部
長

　
令
和
元
年
度
法
改
正
を
受
け

「
池
田
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
、

令
和
２
年
３
月
５
日
よ
り
施
行
。

池
田
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
も
制
定
済

み
。
災
害
関
連
死
等
へ
の
審
査
会

設
置
も
対
応
済
み
。

　
条
例
第
16
条
で
災
害
弔
慰
金
及

び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関

す
る
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
た

め
、
池
田
町
災
害
弔
慰
金
等
支
給

審
査
委
員
会
を
置
き
、
災
害
発
生

後
に
委
員
を
委
嘱
す
る
。
委
員
は

５
人
以
内
で
、
医
師
・
学
識
経
験

を
有
す
る
も
の
か
ら
町
長
が
委
嘱

す
る
。
医
師
、
大
学
教
授
、
弁
護

士
、
部
長
級
の
職
員
を
想
定
、
医

師
会
等
と
今
後
調
整
し
て
い
く
。

　
災
害
時
受
援
計
画
（
人
的
応
援

の
受
入
れ
編
）
を
令
和
６
年
度
に

森　政郎 議員

豪
雨
被
害
の
復
旧
状
況

災害関連の町条例
災害関連死は、遺族の申請を受けて医師や弁護士などで構成される
審査会が判断するが、国は手続が滞らないよう市町村に対して審査
会の設置について条例などで定めておくことを努力義務としている。

杭瀬川の護岸工事（藤代地内）

災害に関連する池田町条例等

池田町地域防災計画 池田町の地域防災計画を網羅
住家被害認定調査等の事後対応も記載

災害弔慰金の支給に
関する条例

弔慰金・障害見舞金、災害援護資金の支給
審査委員会の設置（関連死の認定）

その他 税条例で災害減免を規定等、
各条例の中で災害に関して規定






